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研究成果の概要 

令和 6 年度はサブテーマである「湿潤物体の計測」「乾燥・湿潤質感の相互変換」について取り

組んだ。計測のテーマにおいては、表面状態が短時間で変化する湿潤物体表面の計測に対応す

るため、従来のゴニオリフレクターのような密なサンプリングに依存しない、少数の複数視点計測に

基づく計測手法を開発した。シーン中にマーカーボードと金属球を配置することで、計測画像から

カメラ位置、光源位置を計算することで、キャリブレーションなしで反射率を獲得することが可能に

なった。また、反射率計算に必要な物体形状の獲得手法として、Time-of-flightカメラを用いた手法

を提案し、表面間の相互反射の影響に頑健な形状計測が可能になった。さらに、レーザー切断法

による 2 つの手法を提案し、水中環境において屈折の影響を受けない計測が可能になった。これ

らの計測手法はそれぞれ、信号処理分野のトップ国際会議である ICIP2024 において発表を行っ

た。「乾燥・湿潤質感の相互変換」では、乾燥・湿潤表面の反射率分布を相互に変換する手法に

ついて検討を行った。反射率分布のヒストグラム特徴を線形式によって変換する方法において、計

測データから得られた変換モデルが、Lekner と Dorf による近似式とほぼ一致することが確認され

た。 
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